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鎌倉の遺跡で「やぐら」というのを御存知でしょうか。ハイキングコースなど

の山中で山肌に四角い穴が空いているのを見掛けた方もいると思います。全て

ではありません（石切り場もあります）が、その穴を「やぐら」と言います。「や

ぐら」は、「窟」、「矢倉」とも書き、鎌倉時代中期から室町時代中期にかけての

横穴式墳墓です。その穴の中に、五輪塔、宝篋印塔等の石塔や地蔵菩薩等の石仏

もあったりします。鎌倉には、2000～3000 基あると言われ、殆どが正式に保存

されていません。と言うことは、ほぼ鎌倉時代または室町時代からそのままの状

態で見ることができます。土に半分埋もれた状態、木の根によって崩されていく

状態など、時代と共に儚く、崩れていく状態を木々が生い茂るなか垣間見ること

ができます。山の中にたたずみ、その時代と共に変わりゆく儚さを感じるところ

に魅力を感じます。「やぐら」は、その時代、時代に何を見てきたのでしょうか。 

その「やぐら」を約 10 年前から、最初、当てもなくただひたすらに山の中に

入り、獣道を通ったり、藪こぎをしたりなどをして探し回っていました。ただ、

無鉄砲に探していたので、その日に見つからないときもあり、空しく帰る日も多

くありました。ただ見つかったときの感動はまた格別です。そして、その後、見

つけた「やぐら」のことが書かれてないか文献を調べていました。その内に意外

と過去の文献や自治体による発掘調査を調べると「やぐら」の記述が多くあるの

を知りました。それから「やぐら」について、場所だけではなく、歴史や宗教、

思想などを勉強することにより、更に興味を惹かれるようになり効率良く探し

求めることができました。 

 

 



さて、これからは、私の仕事の話に移りますが、弊社では環境水（河川、湖沼

など）や工場排水、土壌、飲料水などの分析を行っています。この業種では公定

法に基づいて測定を行っており、マニュアル通りに測定をすれば殆どの分析が

できるようになっています。しかし、試料に依っては、夾雑物が多く分析が困難

なものも少なくはありませんし、また、公定法にもはっきり決めていない箇所が

あり、そう言うところは各社の腕の見せ所となります。 

私自身も独学で勉強してきましたが、「やぐら」探しの様に、無鉄砲に勉強し

ていて、決して効率良くはありませんでした。また、独学は独りよがりになる傾

向があります。特に液体クロマトグラフィーは、環境分析において公定法に採用

された歴史は浅く、尚のこと、知識や経験が要求されるようになりました。そこ

で、分析機器個別の資格試験 LC 分析士や LC/MS 分析士を知り、受験すること

にしました。学会より販売している解説書を買い、勉強しました。段を追うごと

に、それぞれの段階に合わせ、効率良く勉強することができました。また、LC

や LC/MS だけの出題範囲ではなく、幅広い知識を試す出題もあり、勉強になり

ます。「やぐら」探し同様、無鉄砲に探すのではなく、必要な知識を得て、興味

を持って工夫してみることが仕事の効率に大きく役立つのではないのでしょう

か。 

できれば、この業界で多く使われている GC や GC/MS、ICP などの分析士も

あると自分自身の勉強はもとより、教育訓練に役立つと思います。 
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